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『『『『はじめにはじめにはじめにはじめに』』』』 

 私の処女作である『本当の勉強法を知りたくないか？』は、おかげさまで大変な好評を

いただいております。これをきっかけに、より多くの人が「正しい勉強法」について考え

ることができるように、今後とも精進していきたいと考えております。 
 
 さて、本作は『本当の勉強法を知りたくないか？』の補助本です。 
『本当の勉強法を知りたくないか？』は、基本的に 1 冊だけで「勉強の原理原則」を網

羅し、内容に一切漏れがないように書きました。そして、重要なことに関しては、しつこ

いくらいに作中で何度も繰り返して表現しました。また、シニア層にまで読み応えがある

ように、文章レベルも比較的高度なものとなっています。つまり、平たく言うと「ガッツ

リと仕上げてある」のです。 
 しかし、その反面、やや冗長で説明しすぎになってしまった面も否めません。そこで、『本

当の勉強法を知りたくないか？』と同じエッセンスを伝えながらも、小中学生でも楽に読

めるように、また、より年長の人にもライトに読めるように用意したのが本書なのです。 
 
 具体的には、二人の人物の対話形式で、勉強法を紹介していきます。章立てに関しては、

『本当の勉強法を知りたくないか？』と全く同様です。会話の中に重要なメッセージが含

まれ、節・項ごとに「まとめ」が設けてあります。 
 こうして、概ね『本当の勉強法を知りたくないか？』の簡易版エッセンスを会得するこ

とができるはずです。 
 それでは、以下に登場人物を紹介します。 
■とらますく先生（以下、先生） 
 豊富な学習経験から正しい勉強法を身に付けた、「本当の勉強法」マスター。勉強に悩め

る学生達の指導に精を出している。熱いハートを持ちながらも、いつでも冷静沈着。なぜ

かトラの覆面をかぶっているが、実は優しい先生。 
 
●ニコニコソフィちゃん（以下、ソフィちゃん） 
 ニコニコした笑顔が素敵な女の子。性格は真面目な方だけど、少しポーッとしたところ

もある。受験を控えて、そろそろ本気で勉強を始めたいと考えているものの、今までその

ような経験がなく、ちょっと途方にくれている。 
 
 この二人と一緒に、勉強法をみていきましょう！ 
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『『『『プロローグプロローグプロローグプロローグ』』』』 

●先生！私、今回こそは本気で勉強したいと思うんです！だから、こんな勉強法の本を買

ってきました！さっそく家で読んできたいと思います！ 
 
■ほう。どれどれ、どんな本を集めてきたのかな？ 
･･･「たった○ヶ月で、偏差値 30 アップ！」、「勉強しないで、○○に合格！」、「一日○分

の勉強だけで、あっという間に天才に！」、「こんなに楽な勉強法があった！」･･･。 
 こ･･･これは、ダメだよ。ソフィちゃん･･･。 
 
●え？ダメなんですか？せっかく高いお金払って、たくさん買ってきたのに！ 
 
■巷には、たくさん「勉強法」が出回っているけど、どれもこれもインチキインチキインチキインチキなものがなものがなものがなものが多多多多いいいい

から、気を付けないといけないよ。「ダイエット法」とかと同じで、魅惑のタイトルに騙さ

れてしまうんだ。 
ソフィちゃんも、もういい年齢だし、今回は本気で勉強したいと思っているみたいだか

ら、先生が一肌脱ぐことにしよう！多少の辛さは覚悟してもらうけど、きちんと本質本質本質本質をををを捉捉捉捉

えたえたえたえた「「「「本物本物本物本物のののの勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」を伝授するよ！ 
 
●本当に！？ありがとうございます！ 
 
■ところで、ソフィちゃん。「本質を捉えた勉強法」とは言ったけど、勉強法における「本

質」ってなんだと思う？ 
 
●え～なんだろう。わかりません。 
 
■まず、一つ目のポイントはね、「「「「当当当当たりたりたりたり前前前前のののの勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」をををを改改改改めてきちんとめてきちんとめてきちんとめてきちんと整理整理整理整理しししし直直直直すすすすという

ことなんだ。 
成績優秀者は、「特殊な秘密の勉強法」を知っているから優秀になったわけでは、決して

ないんだ。彼等は、驚くほど当たり前、かつシンプルな「正しい勉強法」を実践している

だけなんだよ。 
 
●なるほど。よく「良いものほどシンプルだ」って言いますもんね。 
 
■こういう、古来より人類が培ってきた「正攻法」と呼べる勉強法は、いつの時代になっ

ても変わらないものなんだ。 
でもね、皆「「「「そこにそこにそこにそこに当当当当たりたりたりたり前前前前のののの勉強法勉強法勉強法勉強法ががががあるあるあるある」」」」ということはということはということはということは感覚的感覚的感覚的感覚的にはわかっていにはわかっていにはわかっていにはわかっていてもてもてもても、、、、
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実実実実はそのはそのはそのはその本体本体本体本体をしっかりとはをしっかりとはをしっかりとはをしっかりとは知知知知らないらないらないらないんだよね。 
 
●確かに、改めてそれがどんなものかって聞かれても答えられないな（泣）。 
だから、今こそ、あえてあえてあえてあえて原点原点原点原点にににに立立立立ちちちち返返返返ってってってって「「「「当当当当たりたりたりたり前前前前のののの勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」をををを、、、、確認確認確認確認するするするする必要必要必要必要があがあがあがあ

るるるるんですね！ 
 
■そう！それは、「正しい勉強法」の、重要な一つの「本質」だね！それと、もう一つ忘れ

ちゃいけない重要な「本質」があるんだよ。 
それは、「「「「発展的発展的発展的発展的、、、、革新的革新的革新的革新的なななな勉強勉強勉強勉強」」」」にもにもにもにも通用通用通用通用するするするするということなんだ。勉強っていうのは、 

本来、「決められた範囲を勉強してきて、試験で高得点をとる」ということさえできればい

いわけじゃない。人間が生きていくには、学校や塾から「教育課程」として用意された、

型通りの勉強がこなせるだけでは解決できない問題がたくさんあるんだ。 
 
●「答え」のある勉強じゃなく、問題提起から正解を導くまで、全部を自力で行わなきゃ

いけない、本当の意味での「勉強」が必要なんですね。 
 
■そう。だから、勉強法を考えるときには、こういった「本質」も忘れてはいけない。で

もね、真逆に聞こえるかもしれないけれど、それに気を付けるためにも、やっぱりやっぱりやっぱりやっぱり「「「「当当当当たたたた

りりりり前前前前のののの正正正正しいしいしいしい勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」をををを正正正正しくしくしくしく分析分析分析分析することがすることがすることがすることが最最最最もももも近道近道近道近道になるんだよ。 
 
●どうしてですか？ 
 
■なぜなら、「勉強法のエッセンス」は、どんなレベルにおいても全く同じだからなんだ。

「当たり前の勉強法」で、計画立案や実行の仕方を身につければ、それはもっと難しい勉

強においても基本的に通用するんだ。 
例えば、小学校の算数と、高校の数学は、レベルは数学のほうがずっと高いけれど、勉

強のやり方としては根本的な部分は変わらないよね？それと同じことだよ。 
 
●そっか！じゃあ、「当たり前の勉強法」を体得しようとするときに、「この延長線上に、

発展的、革新的な勉強があるんだ」っていう意識を持っていれば、将来役に立つのね！ 
 
■さすがソフィちゃん。ものわかりがいいね。先生がこれから解説していく勉強法は、全全全全

体体体体のののの構成構成構成構成にににに工夫工夫工夫工夫をををを凝凝凝凝らしてらしてらしてらして、、、、ここここのののの視点視点視点視点をしっかりとをしっかりとをしっかりとをしっかりと活活活活かすかすかすかすようにしていくつもりようにしていくつもりようにしていくつもりようにしていくつもりだよ。だ

から、なるべく途中で投げ出さないで、最後までしっかりついてきてね。 
 
●わかりました！皆も、私と一緒に先生から教わりましょうね！ 
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『『『『第一章第一章第一章第一章：：：：正正正正しいしいしいしい勉強法勉強法勉強法勉強法のののの概要概要概要概要』』』』 

＜使えない勉強法＞ 
〔枝葉末節論に終始する〕 
■「使えない勉強法」のダメな点を炙り出せば、それを反面教師にすることで正しい勉強

法がみえてくるから、そこで、まずはそれを分析してみよう。 
ソフィちゃん、さっき君が持ってきてくれた勉強法は、どうして役に立たないかわかる

かな？ 
 
●なんでだろう。「暗記法」とか「速読法」とか、役に立ちそうな気がしますけどね～。 
 
■そこが落とし穴なんだ。そういった勉強法は、「枝葉末節論に過ぎない」んだよね。つま

り、「「「「一番重要一番重要一番重要一番重要なななな根本根本根本根本となるとなるとなるとなる部分部分部分部分をををを押押押押さえていないさえていないさえていないさえていない」」」」という意味だよ。 
例えば、「暗記」だけで勉強の全てが解決できるわけはないよね。勉強には、他にも「理

解」や「応用」といった様々な能力が要求されるから、「暗記法」の本を読んだだけで、勉

強が得意になれるわけではないんだ。 
 
●そっか。同じことは、「速読法」とかにも当てはまりますね。野球の投手を目指している

人に、ちゃんとした体の造り方や直球の投げ方を教えずに、珍しい変化球の投げ方をアド

バイスしているようなものですね。 
 
■うん。これでは、効き目がないばかりか、かえって基本のフォームを乱して、成績を落

とす原因にもなりかねないから、注意が必要だね。 
ちなみに、「枝葉末節」を、もう少し広い意味でとらえると、「「「「対象対象対象対象レベルレベルレベルレベルがががが根本根本根本根本をををを抑抑抑抑ええええ

てないてないてないてない」」」」というというというという場合場合場合場合もありもありもありもありうるんだうるんだうるんだうるんだ。 
 
●えっ、どういう意味ですか？ 
 
■例えば、「東大生が書いた」とか「有名予備校講師が書いた」という触れ込みがあると、

一見信頼がおけそうだよね？ 
彼らはとても優秀なのは間違いないんだけれど、だからこそ「高すぎるレベルの助言」

がされてしまうこともあるんだ。つまり、90点を 95点に上げるようなマニアックな勉強の

工夫というイメージだね。 
 
●ふむふむ。50点の成績の人が、まずクリアすべき段階を飛び越えて、90点から 5点アッ

プするための工夫を学んだってダメですよね。 
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■そうだね。個個個個々々々々人人人人のののの成績成績成績成績にかかわりなくにかかわりなくにかかわりなくにかかわりなく通用通用通用通用するするするするようなようなようなような、、、、根幹的根幹的根幹的根幹的なななな勉強法勉強法勉強法勉強法をきちんとをきちんとをきちんとをきちんと押押押押

さえることがさえることがさえることがさえることが大事大事大事大事なんだよ。 
 
全体像を把握していない、もしくは内容と対象者のレベルに差があるといったように、枝

葉末節論に終始する「勉強法」は数多い。それだけでは根本的に学力は上がらない。 
 
〔悪趣味な自己啓発である〕 
■もう一つ、「使えない勉強法」の問題点があるんだ。ソフィちゃんが、持ってきてくれた

本のタイトルを、改めてみてごらん。 
 
●「ただ○○しているだけで、突然できるようになる」、「一日たった○分で、頭がよくな

る」、「右脳を利用して云々」「‘気’を利用して云々」･･･ 
･･･胡散臭いですね。確かに･･･ 

 
■僕みたいに、ある程度勉強をやってきた人なら簡単に「インチキ」だって見抜けるよう

な、デタラメな勉強法もたくさん出回っているんだ。これじゃ、「「「「勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」をををを読読読読むことばかむことばかむことばかむことばか

りにりにりにりに時間時間時間時間をををを取取取取られられられられてててて、、、、肝心肝心肝心肝心のののの「「「「勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」はほとんどはほとんどはほとんどはほとんど身身身身につかないにつかないにつかないにつかない可能性がある。 
 
●そっか。そんなもの読んでる暇があったら、普通に勉強したほうがマシ･･･と。 
 
■そうだね。どうしてもこれらを利用したいなら、「何か一つくらい使えるネタはないか

な？」というつもりで参考所見にする程度が丁度いいだろうね。 
 
大半の「勉強法」は、内容がインチキな「悪趣味な自己啓発本」に近い内容である。それ

らは参考所見としての利用価値しかなく、全てを真に受けるのはほとんど無駄である。 
 
＜正しい勉強法＞ 
〔当たり前の勉強法〕 
■じゃあ、ソフィちゃん。さっき挙げたような欠点の反対を考えてみよう。それが、正し

い勉強法の特徴になるからね。 
 
●え～っと･･･まず、「枝葉末節論に終始する」の反対は「「「「根幹根幹根幹根幹をををを押押押押さえているさえているさえているさえている」」」」というこ

とですね。野球投手でいえば、「レアな変化球の投げ方の微妙なコツ」じゃなくて、「よい

直球を投げられる体作りとフォーム作り」を押さえるという感じ。 
 
■素晴らしい！そして、「「「「根幹根幹根幹根幹をををを押押押押さえているさえているさえているさえている」」」」ということはということはということはということは、、、、「「「「当当当当たたたたりりりり前前前前のののの勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」といといといとい
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うことでもあうことでもあうことでもあうことでもあるんだるんだるんだるんだ。投手の例でも「よい直球を投げられる体作りとフォーム作り」とは、

詰まるところ「地道な走りこみ、筋トレ、投げ込み」だよね。同様に、成績を上げたいな

ら、つべこべ言わずに理解や暗記はしなければならない。 
 では、続いてもう一つの欠点の反対を考えてみて。 
 
●「悪趣味な自己啓発」の反対だから･･･「「「「系統的系統的系統的系統的でででで理路整然理路整然理路整然理路整然としているとしているとしているとしている」」」」かな。 
 
■いい感じだね。例えば、「算数」とか「数学」のような、きちんとした「学問」を想像し

てみてごらん。各単元は、ごちゃ混ぜにならずに、過不足なく順序良く並んで、教科書全

体が大きなストーリー性を持って作られているよね。 
物事を真剣に学び、身につけようとするには、そうした形式が理想的なんだ。だから、

先生のこれからの勉強法の解説も、なるべくそういう形にしていくつもりだよ。 
 
●今後の先生の説明に期待してます！ 
 
本質をとらえた「使える勉強法」とは、「当たり前の勉強法」のことである。それを、全て

の人にとって明確に系統的にまとめたものが、一流の勉強法である。 
 
〔さらなる勉強の本質〕 
■さっき言ったような「当たり前の勉強法」さえできれば、成績を上げるには本当に充分

なんだ。でもね、「正しい勉強法」を語るときに、ただ「いい成績をとる」ということだけ

を目標にすればいいかというと、そうではないね。 
 
●「プロローグ」でもあったように、「その先」を見据えることが大事なんですよね。 
 
■うん。勉強に興味が持てて、得意になって、そして○○を習得した、○○に合格した。

そうしたら、ソフィちゃんはどうする？その次にどうしたいかな？ 
どんな道を選ぶにせよ、勉強勉強勉強勉強はははは、、、、あくまであくまであくまであくまで手段手段手段手段であってであってであってであって目的目的目的目的ではではではではないないないないんだよね。 

 
●そっか～。学校の成績がよくても、実際の人生に活かせなかったらあんまり意味ないで

すもんね。 
 
■ここでキーポイントとなるのは、「「「「それまでにしてきたそれまでにしてきたそれまでにしてきたそれまでにしてきた勉強勉強勉強勉強」」」」とととと「「「「そのそのそのその先先先先にあるにあるにあるにある活動活動活動活動」」」」とととと

のののの間間間間におけるにおけるにおけるにおける「「「「ギャップギャップギャップギャップ」」」」なんだ。例えば、お医者さんという職業を考えてみよう。彼ら

は、「医学だけ」の知識がありさえすればその職が務まるかな？ 
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●いや～それなりにいろんな分野の知識が必要じゃないですか？英語とか数学とか･･･そ

れに、社会とか国語の最低限の教養とかも欠かせないと思います。 
 
■そうだね。ソフィちゃんみたいな学生も同じで、受験勉強科目の内容が大人になってか

らの仕事等にそのまま役立つわけではないよね。机に向かってやる勉強は大切だけれど、

それだけで世の中の万事が解決するというわけでもない。机上机上机上机上のののの勉強勉強勉強勉強のののの実力実力実力実力にににに加加加加えてえてえてえて「「「「ギギギギ

ャップャップャップャップをををを埋埋埋埋めるめるめるめる力力力力」」」」がががが伴伴伴伴ってってってって初初初初めてめてめてめて、、、、社会的社会的社会的社会的なななな活躍活躍活躍活躍ができるができるができるができるんだ。 
「「「「正正正正しいしいしいしい勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」はははは、、、、勉強勉強勉強勉強をををを通通通通じてこのようなじてこのようなじてこのようなじてこのような力力力力がががが同時同時同時同時についてくるについてくるについてくるについてくるようなものでなけようなものでなけようなものでなけようなものでなけ

ればなればなればなればならないらないらないらないんだよ。 
図でみてみよう。勉強に成功する過程において、将来のあらゆる状況でも通用するよう

な「「「「成功成功成功成功ののののエッセンスエッセンスエッセンスエッセンス」」」」を体得すべきなんだ。 

 
 

●ごちゃごちゃ適当に勉強したり、人の言いなりになっているだけではダメなんですね～。 
 
「勉強の成功」を通じ、人生全般においても通用する「成功のエッセンス」を体得するこ

とも、「正しい勉強法」の重要な役割である。 
 
＜本書の展望＞ 
■じゃあ、次章からいよいよ「勉強法」を扱っていくよ。ちなみに、さっきの内容を言い

換えると、「「「「勉勉勉勉強強強強」」」」にはにはにはには、、、、いわゆるいわゆるいわゆるいわゆる「「「「試験試験試験試験のためののためののためののための勉強勉強勉強勉強」」」」とととと、「、「、「、「頭頭頭頭がよくなるがよくなるがよくなるがよくなる勉強勉強勉強勉強」」」」のののの二種二種二種二種

類類類類があるがあるがあるがあるということになるね。わかるかな？ 
 

勉強だけで解決できる部分

は決して多くない 

勉強で学ぶ事柄 
社会で必要な事柄 

勉強を通じ、他の状況でも通用する成功のエッセンスを体得することが重要！ 
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●はい！「成績を上げるための当り前の勉強」と、「将来を見据えた、成功のエッセンスを

身につける勉強」のことですね！ 
 
■素晴らしい。これらは、どちらも重要なコンセプトなんだけど、二つを同時に説明する

と混乱しやすいから、当面当面当面当面はははは「「「「試験試験試験試験のためののためののためののための勉強勉強勉強勉強」」」」ををををターゲットターゲットターゲットターゲットにににに据据据据えるえるえるえるよ。 
 
●まぁ、まず私達が求めてるのがそれですもんね！とにかく成績あげて、行きたい学校に

合格しなきゃ、将来の夢も成功もへったくれもありませんもんね。 
 
■もちろんそうだね。それに、「頭がよくなる勉強」は「試験のための勉強」の延長線上に

あるわけだから、そこで通用するエッセンスは根本的に共通しているんだ。この両者は全

く別物だなんて言う人もいるけど、それは違うと思うな。 
むしろ、成功成功成功成功ののののノウハウノウハウノウハウノウハウががががパターンパターンパターンパターン化化化化されたされたされたされた「「「「試験試験試験試験のためののためののためののための勉強勉強勉強勉強」」」」をををを通通通通じてじてじてじて訓練訓練訓練訓練をしをしをしをし、「、「、「、「頭頭頭頭

がよくなるがよくなるがよくなるがよくなる勉強勉強勉強勉強」」」」へのへのへのへの踏踏踏踏みみみみ台台台台とするとするとするとするほうが、ずっと効率が良いはずだよ。 
 
●そうですね！そう考えるとやる気が湧いてきます！ 
 
■さて、当面は「試験のための勉強」を見定めるとしても、もちろん、それだけでは終わ

らない。「「「「試験試験試験試験のためののためののためののための勉強勉強勉強勉強」」」」をををを扱扱扱扱っているっているっているっている最中最中最中最中にににに、、、、そのそのそのその大大大大きなきなきなきなストーリーストーリーストーリーストーリーがががが「「「「頭頭頭頭がよくながよくながよくながよくな

るるるる勉強勉強勉強勉強」」」」へのへのへのへのステップアップステップアップステップアップステップアップとなるようなとなるようなとなるようなとなるような工夫工夫工夫工夫をするよ。最後にその「タネ明かし」をす

るからね（笑）。 
 
●すごい！楽しみにしてます！  
 
■最後に、次章以後の大きな流れが把握しやすいように、章立ての概略を記しておくね。 
 まず、第二章では「勉強法理論」と銘打って、「勉強法」の全体骨格を解説します。そし

て、第三章～第十四章が、いわゆる「勉強法」。第十五章は、さっき言ったように、メイン

部分を扱う間に張っていた「頭がよくなる勉強」への伏線を回収します。 
ではビシっとしていこう！ 

 
勉強には、いわば「試験のための勉強」と「頭がよくなる勉強」がある。ただし、両者のエッ

センスは根本的に同じである。 
当面は、前者に標的を絞って解説していくが、そのストーリーの中で後者への伏線を張り、最

後にそれを回収する。 
 
 



13 

『『『『第二章第二章第二章第二章：：：：勉強法理論勉強法理論勉強法理論勉強法理論』』』』 

＜勉強法の理論＞ 
〔勉強法を表す理論式〕 
●先生～。私、やる気はあるんですけど、何をどう頑張っていいのかわからないんです。

何から手を付ければいいんですか？ 
 
■ソフィちゃんみたいな悩みを持つ人はたくさんいるよね。それは、勉強法を構成する多

くの要素が一度にのしかかって、頭がパンクしてしまっているんだ。だから、最初にそれ

を整理することが必要だね。 
そこで、先生オリジナルの「「「「勉強法勉強法勉強法勉強法をををを表表表表すすすす理論式理論式理論式理論式」」」」を伝授しよう。以下の式がそれだよ。 

 
 
●へ～。なんか綺麗な形してる。この式にはどんな意味があるんですか？ 
 
■「距離÷速さ＝時間」の関係を思い出せば、わかりやすくなると思うよ。例えば、100km
の距離を時速 50km の車で移動するには、2 時間かかるという関係式だね。 
 
●あっ、そうか！基本骨格は同じですね！「距離＝勉強量」、「速さ＝意志×スペック×手法」

と対応させればいいんだ。 
 
■その通り。ソフィちゃんが、志望校に合格するためには、それに相応しい勉強量をこな

さなければならないね。これが、いわば車で移動すべき「距離」のようなもの。 
 そして、「意志×スペック×手法」は、車の「速さ」をもう少し細かく分解すれば、概念が

みえてくるよ。まず、「本人がスピードを出すつもりがあるかどうか」が「意志」。そして、

「車の性能」が「スペック」で、要は才能や能力のことだね。最後に、「運転のやり方が優

れているか否か」が「手法」に相当するんだ。 
 
●すると、残りの要素である「時間」も自動的に決まってきますね。私がこなすべき勉強

量を、私の勉強の速さで割り算すれば、時間が計算できますから。 
「私の意志・スペック・手法をもってすれば、志望校に合格するには 1 年間かかる」と

いった感じですね！ 
 
●これでスッキリしたね！最後に、ここまでの内容のイメージ図を掲載しておくよ！ 

勉強量 
意志×スペック×手法 

＝時間 
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勉強法をわかりやすく考えるため、各要素に分解し、それらの関連性を把握する。 
その際、「距離÷速さ＝時間」と同じ関係の「勉強量÷（意志×スペック×手法）＝時間」

という理論式を知っておくとよい。 
 
〔勉強法の展望〕 
■さっきの話で、勉強法を構成するそれぞれの要素と、それらの関連性がわかったね。こ

れからは、各要素を深く掘り下げていこう。 
まず、第三章では「時間」を扱います。なぜ最初に「時間」から検討するかというと、「時

間」の捉え方には 2 パターンあって、戦略を練る上で重要な分岐点になるからなんだ。 
 
●スゴロクでいうと、最初の分かれ道になるってことですね。 
 
■次に、第四章で「勉強量」を扱います。例えば、「一生懸命勉強しなさい」と言われても、

具体的に何をしていいのかよくわからないよね。それを、もっと踏み込んで考えようとい

うわけ。 
 
●順番にいくと、第五章が「意志」、第六章が「スペック」ですね！ 
 
■そうだね。で、最後に、第七章～第十四章が「手法」になります。これが、いわゆる「暗

記法」などを含む、実践的な方法論になってくるよ。 
 
●章数からして、かなり盛りだくさんですね。 
 

時間 

勉強量 

目標のレベル 

今の自分のレベル 

意志×スペック×手法 
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■ここで、改めて肝に銘じておいて欲しいのは、いくら内容が盛りだくさんであっても、「「「「手手手手

法法法法」」」」だけがだけがだけがだけが「「「「勉強法勉強法勉強法勉強法」」」」なのではないなのではないなのではないなのではないということなんだ。あくまで「手法」は、先の「理論

式」の一項目を占めているだけだよね。 
「暗記法」などの方法論が、確かに「勉強法」の最重要な部分であることは間違いない

んだけど、勉強プランを練る上では、そればっかりに意識を向けていてはいけないんだ。 
 
●そっか～。私も含めて、そうやって大局観を持って勉強プランを立てようとしてる人っ

て、ほとんどいない気がします。 
 
■そこが、成績の良し悪しを分ける最大のポイントと言っても過言ではないんだよ。 
 
「勉強法の理論式」に従って大局的に勉強計画を練ることが、勉強の成功のためには欠か

せないということを、改めて肝に銘じておく。 
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『『『『第第第第三三三三章章章章：：：：時間時間時間時間』』』』 

＜時間の分析＞ 
■では、最初に「時間」を分析していこう。理論式の中では、以下の網掛け部分だね。 

 
 

学習者が「「「「時間時間時間時間のののの見積見積見積見積もりをもりをもりをもりを間違間違間違間違うううう」」」」ということということということということははははよくあるよくあるよくあるよくあるから、気を付けないといけ

ないよ。 
 
●「1年間で勉強は足りると思っていたら、実は不十分で、2年間は必要だった」という認

識ミスはよくありますよね。油断ならないな。 
 
■そして、「時間」の捉え方には 2 パターンがあるんだ。これが勉強戦勉強戦勉強戦勉強戦略略略略をををを練練練練るるるる上上上上でのでのでのでの重要重要重要重要

なななな分岐点分岐点分岐点分岐点になるよ。 
それは、端的にまとめると、第一第一第一第一にににに「「「「所要時間所要時間所要時間所要時間」、」、」、」、そしてそしてそしてそして第二第二第二第二にににに「「「「持持持持ちちちち時間時間時間時間」」」」です。次節

以後、各々の「時間」の概念についてみていこう。 
 
●一口に「時間」と言っても、確かにニュアンスが全然違いますね！ 
 
学習者が「勉強時間の見積もりを誤る」ということは十分にありうる。 
「時間」の捉え方には、「所要時間」と「持ち時間」の 2 パターンがあり、勉強戦略を練る

上での重要な分岐点となる。 
 
＜所要時間＞ 
〔本来のあり方〕 
■まずは、「時間＝所要時間」と捉えるパターンを解説しよう。 

これは、「これくらいの時間がかかるだろう」ということを、理論式から算出するという

アプローチだね。つまり、「100km の距離を時速 50km で走ると、何時間かかりますか？」

という質問と同じイメージになる。 
 
●そうすると、私の場合･･･「今の実力を、合格に必要な実力まで伸ばすには、自分の意志・

スペック・手法をもってすれば 1 年間かかるだろう」っていう感じで予測すればいいんで

すか？ 
 

勉強量 
意志×スぺック×手法 

＝時間 
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■それで OK。それなら、受験日の 1年前から勉強を始めれば、きっちり間に合うね。 
今、ソフィちゃんがやってくれたような勉強戦略の決め方は、いいいいうまでもなくうまでもなくうまでもなくうまでもなく理想的理想的理想的理想的だ

よね。でもねでもねでもねでもね、、、、理想理想理想理想とととと現実現実現実現実はははは違違違違うんだうんだうんだうんだ。 
 
●え～そうなんですかぁ。 
 
■さっきソフィちゃんは、当然のように、自分の「速さ」に相当する部分、すなわち「意

志×スペック×手法」がわかっているという設定で、「所要時間」を 1年と見積もったよね。

でも、実際はどうだろう？ソフィちゃんは自分が勉強する「速さ」を正しく認識できてい

るだろうか？ 
 
●そういわれると怪しいです･･･ 
 
■うん。でも、実際ほとんどの人はソフィちゃんと同じだよ。だから、とりあえずは「「「「ここここ

れがれがれがれが理想形理想形理想形理想形であるであるであるである」」」」とととと知知知知ってってってっておけばいいおけばいいおけばいいおけばいい。 
ごく少数の、確実に実践できる自信がある人だけ、このアプローチを採用してね。 

 
自分の「意志×スペック×手法」という部分が把握できており、「所要時間」を算出する形

で勉強戦略を決めるのが理想的である。 
ただし、現実的にはこのアプローチを採用できる人は少ない。 
 
〔マイペースが可能〕 
■多くの人は、「時間＝所要時間」という戦略決定ができないんだけど、逆に、一度できる

ようになってしまえば、高高高高いいいい自由度自由度自由度自由度をををを持持持持ってってってってマイペースマイペースマイペースマイペースのののの勉強勉強勉強勉強ができるができるができるができるんだ。 
 
●自分の勉強の「速さ」の限界がわかっていれば、それより遅くやるのは簡単ですもんね。 
 
■その通り。例えば、「自分の最大限のスピードで半年間は必要」と予測しているとしよう。

この場合、「最大スピードの半分」のスピードで余裕をもってやりたいと思うなら、1 年前

（＝半年×2）から、コツコツと勉強を始めればいいんだ。 
以下に参照図を示しておくよ。 
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●なるほど～。逆に、「いつまで溜めておけるか」っていう発想で計画を立てることもでき

ますね！ 
図に表わすとこんな感じかな？ 

 
 
■いい感じだね。これら二つの考え方を組み合わせたっていいんだ。例えば、「○月までに

は、ゆっくりしたペースで下地だけ作っておいて、□月からは本気モードで一気に実力を

上げていこう」といったようなこともできる。 
 同様に、参照図を示すね。 

まだ勉強しなくてもよい 

最大のスピード 

今の自分のレベル 

目標のレベル 

所用時間 

最大のスピード 
任意のスピード 

今の自分のレベル 

目標のレベル 
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●これが自由自在にできたら、まさに勉強の達人ですね～。 
 
■これらの戦略って、皆、本能的に「それらしいもの」をやってしまっていることが多い

かもしれないね。でも、本来、自分自分自分自分のののの「「「「意志意志意志意志××××スペックスペックスペックスペック××××手法手法手法手法」」」」ががががよくわかっていないよくわかっていないよくわかっていないよくわかっていない場場場場

合合合合、、、、それはそれはそれはそれはプランプランプランプラン失敗失敗失敗失敗ののののリスクリスクリスクリスクをををを伴伴伴伴うううう非常非常非常非常にににに危険危険危険危険なやりなやりなやりなやり方方方方なんだ。 
 
●はい･･･確かに、「まだ大丈夫」なんて思ってのんびりしていたら、結局、最後は火の車･･･

なんてことが、今まで何度もありました（泣） 
 
■正しい「時間＝所要時間」というアプローチは、本来そのようなミスとは無縁のはずな

んだ。「たまたま結果的にそれっぽくなる」のとは、似て非なるものだよ。 
 
「時間＝所要時間」というアプローチをモノにしているなら、自由自在に計画を練って、

いわゆる「マイペース」の勉強をすることができる。 
ただし、これは「意志×スペック×手法」が不正確なまま、結果的に「それっぽくなる」

のとは似て非なるものである。 
 
＜持ち時間＞ 
〔現実的なあり方〕 
■次に、「時間＝持ち時間」と捉える、より現実的なパターンを解説しよう。 

さっき、「時間＝所要時間」という捉え方は理想的ではあるけど、現実的にその戦略を取

れる人は少ないと言ったよね。実のところ、自分の「意志×スペック×手法」を正確に把

握できている人って、すごく少ないんだ。 

遅いスピード 

速いスピード 

今の自分のレベル 

目標のレベル 

所用時間 
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●自分のことなのに、自分がわかっていないなんて、なんかもどかしいですね。どうして、

ほとんどの人は正しく把握できていないんですか？ 
 
■それはね、少少少少なくともなくともなくともなくとも一度一度一度一度はははは、「、「、「、「頭頭頭頭もももも体体体体もももも焼焼焼焼きききき焦焦焦焦げてしまうくらいにげてしまうくらいにげてしまうくらいにげてしまうくらいに死力死力死力死力をををを尽尽尽尽くしくしくしくし、、、、自分自分自分自分

のののの勉強勉強勉強勉強のののの限界限界限界限界をみたをみたをみたをみた」」」」というというというという経験経験経験経験がなければがなければがなければがなければ、、、、これをこれをこれをこれを把握把握把握把握することができないすることができないすることができないすることができないからなんだ。 
 
●あ～なるほど。車に喩えれば、アクセルを全開に踏んで、最大のスピードを試してみな

ければわからないですものね。 
 
■もしソフィちゃんが、「自分の能力なんてこんなものかな」なって思っているとしたら、

それはあらかたハズレているよ。人間ってね、自分自分自分自分のののの浅浅浅浅はかなはかなはかなはかな見積見積見積見積もりよりもずっともりよりもずっともりよりもずっともりよりもずっと大大大大きききき

なななな潜在能力潜在能力潜在能力潜在能力をををを秘秘秘秘めているめているめているめているから。 
 
●そっか！最初から「自分には無理」なんて諦めちゃいけないんですね。 

でも、「理想形の戦略決定」を採用できない大部分の人は、どうすればいいんですか？ 
 
■そこで、「時間＝持ち時間」という考え方の登場というわけ！ 

具体的な状況を考えてみよう。ソフィちゃんは、現時点では、残念ながら自分の「意志

×スペック×手法」を正確に把握できていないね。でも、1年後には受験を控えていて、第

一志望校も決まっている。 
 
●はい、その通りです。 
 
■この場合、先に「時間」が決まっている。つまり、「時間＝持ち時間＝1 年」と有無を言

わさず決定されているよね。すると、今度は理論式の計算から、「客観的に必要な勉強のス

ピード」が算出される。 
 だから、ソフィちゃんは、正確な自己分析はできていないものの、「とりあえず精一杯頑

張って、必要なスピードに必死に食らいついていき、志望校を目指す」というスタンスを

とれるよね。 
 
●本当だ！そのペースを 1年間守れれば合格できるし、脱落すれば不合格になるんですね。 
 
■そう。かつてかつてかつてかつて「「「「自分自分自分自分のののの限界限界限界限界をみたをみたをみたをみた」」」」とととといういういういう経験経験経験経験をしたことがなくてもをしたことがなくてもをしたことがなくてもをしたことがなくても、、、、擬似的擬似的擬似的擬似的にににに正正正正しいしいしいしい

勉強勉強勉強勉強スピードスピードスピードスピードでででで勉強勉強勉強勉強プランプランプランプランのののの決定決定決定決定ができるができるができるができるんだ！ 
よく考えてみれば、ほとんどのほとんどのほとんどのほとんどの人人人人はははは、、、、このようなこのようなこのようなこのような現実策現実策現実策現実策をとるべきをとるべきをとるべきをとるべきだよね。本来本来本来本来、、、、こちこちこちこち


